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　○全国の死者数　389人

　　　（前年比　-34人、-8％）
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◆　県内の交通事故発生状況

区　　　分 総　　数 前  年  比

-　171

◆　死者数の多い都道府県

順　位 区　分 死者数

 ※　死者数欄の（　 ）内は発生件数を示す。

負 傷 者 数 2,196

前年比

発 生 件 数 1,892 -　127

死   者   数 20(20) - 5(- 5)

～車から　ぼくたちみえない　手をあげよう～～車から　ぼくたちみえない　手をあげよう～

令和８年 春の全国交通安全運動令和８年 春の全国交通安全運動

親を見て　子供も止まる　赤信号

　２月１９日、ＪＲ八街駅周辺において、警察・関係団体と交通事故の要因となる路上駐車一掃を目

的に、違法駐車車両に「違法駐車防止ステッカー」を貼付した。

【佐倉地域交通安全活動推進委員協議会の活動報告】

２ 月 末 現 在 の 交 通 事 故 発 生 状 況

（令和８年２月末）

◆　死亡事故の特徴

１　事故類型別発生状況

○　　事故類型別では、車両相互が9件（45.0%）と最も多

く、車両対歩行者が8件（40.0%）、車両単独が3件

（15.0%）であった。

　　　このうち、自転車関連事故の内訳は、車両相互が3

件、車両単独が1件であった。

２　昼夜間別発生状況

○　　昼夜別では、昼間が7件（35.0%）、夜間13件（65.0%）

で、夜間の発生が多い。

○　　昼間の類型別では、車両対歩行者が3件（42.9%）、

車両相互及び車両単独がそれぞれ2件(28.6%)、また

夜間の類型別では、車両相互が7件(53.8%)、車両対

歩行者が5件(38.5%)で車両単独が１件（７.７%）であっ

た。

３　年齢層別死者数

○　　高齢者が12人(60.0%)、40歳代が3人(15.0%)、若者

及び50歳代がそれぞれ2人(10.0%)で、２５歳から29

歳が1人(5.0%)であった。

４　状態別死者数

○　　歩行中死者が8人(40.0%)、、四輪乗車中死者、二

輪乗車中死者及び自転車乗車中死者がそれぞれ4

人（20.0%）であった。

○　　四輪乗車中死者のうちシートベルト非着用者は2人

（50.0%）であった。

５　法令違反別発生状況

○　　前方不注意が7件(35.0%)、安全不確認が5件（25.0%）、

運転操作不適が２件（10.0%）、信号無視、酒酔い運

転及び動静不注視がそれぞれ１件（5.0%)、その他の

違反が３件（15.0%）であった。

６　時間別死亡事故発生状況

期　　間

運動重点

スローガン

令和8年4月6日（月）から令和8年4月15日（水）まで

１ 通学路・生活道路におけるこどもを始めとする歩行者の安全確保
２ 飲酒運転とながらスマホの根絶や歩行者優先等の安全運転意識の向上
３ 自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解・遵守の徹底と
　 ヘルメットの着用促進
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◆自転車安全使用キャンペーン◆マラソン大会の交通誘導

　２月１７日、JR君津駅ロータリーにお

いて、警察・関係団体と自転車利用者に

チラシや啓発物資を配布して、自転車の

安全利用を呼びかけた。

　２月２２日に開催された「長狭街道駅

伝競走大会」の会場周辺において、警察

・関係団体と選手及び見学者等の交通誘

導を実施した。

富
　
津

君
　
津

ヘルメット　かぶって安全　いってきます！

◆マラソン大会の交通誘導 ◆「緊急交通死亡事故抑止活動」の実施

　２月１日に開催された「飯岡しおさい

マラソン大会」の会場周辺において、警

察・関係団体と選手及び見学者等の交通

誘導を実施した。

　２月６日、「ナリタヤ神崎店」におい

て、警察・関係団体と買い物客に、チラ

シや啓発物資を配布して、交通死亡事故

の抑止を呼びかけた。

香
　
取

　
旭

◆交通安全教室の実施 ◆交通安全教室の実施

　２月２０日、ながらこども園において、

警察・関係団体と講堂に模擬道路を設置

して、正しい道路の横断方法を指導した。

　２月２５日、東金市公平幼稚園におい

て、警察・関係団体と講堂に模擬道路を

設置して、正しい道路の横断方法を指導

した。

東
　
金

茂
　
原

◆自転車安全利用キャンペーン ◆自転車安全利用キャンペーン

いのちはね　ゲームみたいに　もどらない

　２月１３日、ＪＲ船橋駅前において、

警察・関係団体と通行人にチラシや啓発

物資を配布して、飲酒運転の撲滅と自転

車の安全利用を呼びかけた。

　２月２日、稲毛区山王町の老人ホーム

前において、警察・関係団体と自転車利

用者にチラシや啓発物資を配布して、自

転車の安全利用を呼びかけた。

◆自転車安全利用キャンペーン ◆自転車安全利用キャンペーン

　２月１７日、「イオンタウン野田七光

台」において、警察・関係団体と自転車

利用者にチラシや啓発物資を配布して、

自転車の安全利用を呼びかけた。

　２月１０日、ＪＲ八幡駅前において、

警察・関係団体と自転車利用者にチラシ

や啓発物資を配布して、自転車ヘルメッ

ト着用と交通事故防止を呼びかけた。

◆「クリーンロードの日」実施 ◆交通安全教室の実施

　２月２０日、成田警察署前において、

警察・関係団体と通行車両にチラシや啓

発物資を配布して、交通事故の防止を呼

びかけた。

　２月１０日、四街道市「もりのなかま

保育園」において、警察・関係団体と講

堂に模擬道路を設置して、正しい道路の

横断方法を指導した。
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